
令和６年３月２６日

福井県

福井県ＤＸの推進
（福井県から日本を変える）



ףּ ︣

２ ３年間の振り返り
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３ 今後求められる取組み

４ 御礼と期待

１ 行政ＤＸの必要性（出発点）



行政ＤＸの必要性

社会変化への対応と地域の将来のため



01 ỏợּצ

¸ 世の大宗がデジタル化
ˢЊТЕϳϴϯτ ˣ

¸ ＰＣやスマホに止まらず、
実社会に浸透

¸ 比較優劣の源泉に

¸ 社会は今後さらに
指数関数的速度で変容
ˢ͖͞ʾꜛ ᴟ ˣ

社会のルールが大変化
（情報化社会への転換）

¸ 人口減少により
働き手・財源等に制約

¸ 社会の成熟に伴い、
ニーズは多様化・複雑化

¸ 従来のやり方では、
サービス水準は維持困難

人手不足への対応
（労働生産性の向上）

¸ ５回連続 幸福度日本一

¸ 今の生活が続く保証なし
ˢ ῢ ʾ ︣ ʾ
ꜛ ←ᵲʾ῝Ặῖ ˣ

¸ 地域の社会経済を活性化、
将来を持続可能に

¸ 疫病・災害時の
社会機能継続にも対応

地域の暮らしや風景を
後世に残す

ＤＸにより、従来の事業遂行アプローチを変える
（ヒト・モノ・カネに加え、情報・デジタル技術を基本的手段として活用）
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¸ 映画から農業、国防まで、
主要企業や産業の多くがソフトウェア上で運営され、
オンラインサービスとして提供

¸ 先進的な諸外国では、行政事務の大宗をデジタル化
（結婚・離婚・不動産登記以外、オンラインで完結）

Software is eating the wo rld

あらゆる産業がソフトウェアに代替される

音楽 映像 連絡 広告

実社会・日常生活にも浸透

ＡＩ
（WordやExcel にも合体）

ロボット
（Amazon 物流）

衛星通信
（Starlink ）

企業価値
の推移

ˢ ḧˣ

小売

国民ＩＤ 転居手続自動化 電子投票 e-Health
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職員や財政等の制約の中、従来対応ではいずれ限界

（多様化・複雑化する住民ニーズへの対応は待ったなし）

総人口・生産年齢人口は減少
（職員数減・自主財源厳しく、仕事は減らない）

福井県の将来推計人口ˢ ˣ

77
70 64

老年人口
増

生産年齢人口
減

年少人口
減

¸ 地域医療・介護

¸ 子育て支援・生活保護

¸ 公共交通保全・インフラ老朽化

¸ 地域防災・防犯

¸ まちづくり・地域コミュニティ維持

¸ 地域経済振興

¸ 教育環境増進・変化への対応 等

住民ニーズは多様化・複雑化



¸ 豊かな自然や食

¸ 全国トップクラスの教育や子育て

¸ 家族や地域のつながり・穏やか勤勉な人柄

¸ 新幹線開業等、大交流時代の幕開け

04 ︡ ︣

地域の社会・経済を活性化し、将来を持続可能なものに

高いＱｏＬ・幸福度日本一

¸ 続く人口流出

¸ 県内産業の人手不足

¸ 過疎拡大・自然災害・公共インフラ縮退

将来に影を落とす課題



05 ︡ ︣

パンデミックや災害の頻発・激甚化が予測される
（それらに即応できる社会・行政を構成する必要）

ウィルス
変異等

気温上昇
異常気象

震度6以上の
地震確率

疫病・激甚災害の頻発化

人が動けない場合も、データと機械が支援

¸ ЌϱЭз˔ʾ ᶎσ←ᵲ ᴂ

¸ “ Ṑ χὋ ְ֫

非接触・分散型でも稼働βϥʺ

¸ зϯиЌϱЭχ ệ Ӄʾ ← ᴂ

¸ ớᾢ ệπϜṐ βϥДЅЌи“

目指すべき対応
（疫病・災害時の業務継続）



06 ỏợ ṇ

地域の社会・経済を活性化し、将来を持続可能なものに

生活のＤＸ 産業のＤＸ 行政のＤＸ

生産性向上
ˢ ᵠ׃ ʾ Ἆᵠ ʾᾼ ˣ

利便性・魅力向上
ˢל ΰ ʾῲΨ ˣ

県民の生産性確保
ˢ︣ḧ ὖᾚʾзЊ˔Іᶎ ˣ

人の呼び込み・定着

交流人口増

需要の確保

産業の創出・高度化

県民・企業の

挑戦機会を確保

即
効
性
が
高
い
手
段
（
Ｄ
Ｘ
）

利
用
者
目
線
で
や
り
方
・
仕
組
み
を
見
直
し

地域社会・経済を活性化し、地域の将来を持続可能に



３年間の振り返り

チェンジマネジメントに向けた
仕組み作りと機運醸成



07 ︢

生活に密着した利便を実感

自分事として取り組む機運を醸成

ＤＸに
お悩みの方多数

ＤＸ

変化の必要性
感じない

デジタル人材
不足

都市部との
環境格差

利便を実感できる
デジタルの取組みを先行提供

実務や制度に精通する現場×デジタル

全県的な取組を支える基盤整備

自律的・継続的な
ＤＸ遂行の仕組み作り

¸方針策定

¸人材育成確保

¸意識変革

¸制度設計

¸推進体制整備

¸システム整備

「利便を実感できる取組み」と「達成に向けた仕組み」



08 ︢

ＤＸはチェンジマネジメント
（全職員での実行を促し、それを機能させる仕組みを整備）

行政ＤＸは「全員野球」
（一部の専門家でなく、全職員が実行）

現場専門知識Ṍデジタル
デジタルを「普段使い」した

「現場」での実行力ある業務変革が必要

社̧会のセーフティネット

ˢ︡ϤӌΞ ӽχּ︡ג Υ₉ ˣ

事̧業範囲が非常に幅広い

ˢễӾʾ▀Ộʾῖ ʾ ʾӺ ♅˜ x

課̧題・経緯・制度設計に知悉する必要

ˢꜛ Ϭ Πθḩἰּיϒχ ΦᶝΪˣ

ＤＸは「自転車」と同じ
（便利な道具だが、上手なきっかけ作りが大切）

ビジョン ✚ 支援体制 ✚ 成功体験
What （何が必要か）は重要である中、

What を具現化するHow （如何に行うか）が大切

歩̧くよりも遥かに遠くに行ける道具

ˢᵈˑχᴦ Ϭ ΦΨᶈ ˣ

一̧歩目は、子どもが初めて乗る時と同じ

ˢᶚΰήϬ Πʺ Ϭ◦Πԁ τ βϥ Τϣʻ
ԁ ϦθϣʺζχῇψςάϘπϜ Ϧϥˣ

Ｄ̧Ｘも同じ、やり方を変える新たな挑戦



09 ễ

機動的な事業化県民生活密着型サービスの先行提供

コロナ対策・地域課題解決・産業支援・デバイド対応

V⁞ ʾ ᴦ♪ᴟ
Vּזּכᵓʾῖ Ⱨᾮ ḾᾑỸӽᴦ♪ᴟ

¸ 方針策定

VРЅдрʾ“ ṛ ʾ›ᾠ ʾ͙ͭ ├

¸ 意識変革

V Ⱨ ʾ͙ͤ͘ ᾆ

¸ 推進体制整備
V͙ͤ͘ ʾ͙ͭ ᶈ
VӪ◘Ὠ ṐḩˢЕАФЍϳрˣ
Vᾝ “ם ˢЩЕЭϯАФ˴ꜛ ▫ ϙᴟˣ

¸ 人材育成確保
Vᾆ Ὁ ˢ℅ᶘʾם ʾ ἷχ͏ ˣ
V Ԍ⅜ ͙ͭ ʾέỘἷӦ

¸ デジタルシフトを促す制度設計

V ▄ ʾ ṛ

¸ 情報システム整備
VϼжϳЖṁ ʾ ʾ︡ Ặ ᴦ♪ᴟ

県

¸機運醸成
Vḅ ʾ ʾ
ᾉ ΰΪ͏

¸連携強化
VẶ м˔ϼ
ЄдАФ

V Ῥ ρχ
ὀ

¸共同事業
V ∙Ṫ כ◦
VẶ ⱧỘ
ˢ ἷˣ

VⱢỲ◦כ
VЄІГЭ
Ặ

市町・産業
との連携

肚
落
ち

機
運
醸
成

業
務
遂
行
に
向
け
た
基
盤
整
備

（
各
部
局
専
門
知
識Ṍ

デ
ジ
タ
ル
推
進
）

地方の実情

ᾉ ʾ◕ ʾ▀Ộτο
お悩みの方多数

V ͙ͭρψᴡΤ
V ᴡΥςΞ ϩϥΤ
V ςΞ ϛϥΤ

ᶨχלΥ‰Μᾮ
変化の必要性感じない

都市部との環境格差

ДЅЌиЂ˔РІχ
V ằ ệ
V ḕẽ

◕ ϒχ
デジタル人材偏在

ˢ ᴞˣ

全県挙げた
ＤＸ遂行を支える
土台・仕組み作り

ˢ χ ˣ

利便が実感できる
デジタルの取組

両
面
か
ら
取
組

ＤＸ事業の期中拡大*

ˢ͓͐ ͔͓ⱧỘˣ

*DXⱧỘ ʿ 3 47ⱧỘʺ 5 Ⱳ 87ⱧỘ
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生活密着の課題解決

県民参加

県民目線で再デザイン

外部パートナー共創

生活に密着した利便を提供、自分事化により機運を醸成

わかりやすい情報発信
ˢͥ͝ϯϼЈІᵔ ˣ

政策形成への参加
ˢӪᾋἱ χ ˣ

シビックテック
ˢ ӽ ʾ ḧ ρẸ ˣ

ハンズオン支援
ˢḼỘᾝ πχᴃΰᶝΪ◦כˣ

観光データ分析
ˢ▀ỘʾDMO ρ ὀˣ

オンライン診療
ˢ ρ ὀˣ

大雪対策ＤＸ
ˢ ệᾋΠϥᴟˣ

交通安全対策ＤＸ
ˢԜϦθḾᾑϵзϯᾋΠϥᴟˣ

手続き電子化
ˢ͕͔̋ם☼ˣ

避難所運営ＤＸ
ˢ͚ͣ͡͞ ὀˣ



11 ỏợ נּ ḱ

全職員が自律的に取り組む仕組みを整備（人・組織・文化）

進め方
（きっかけ作り＋実行性を担保する工夫）

基盤整備
（専門知識 × デジタルを進める基盤整備）
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Å市町との共同推進体制
ˢ ∙Ӿ ᶎ ʾṪ ʾẶכ◦ ⱧỘʾЄІГЭẶ ˣ

Å産業向け支援体制
ˢẤ ʾ ʾ ∙Ӿ ʾⱢỲ◦כʾ῝ ὀˣ

＋

ＤＸプログラム├

ˢРЅдрʾ“ ṛ ʾ›ᾠ ʾ ├ ˣ

研修・セミナー ⱳᵫ℗

Ⱨʿ

Ἡꜘʾᾆ χṐᵓϬ Π

CDOʾ ₪Ḃʿ
ᾉ ʾ◕ ʾ▀Ộʾᾉ ΰΪ

ÅＤＸ推進本部
ˢЕАФЍϳрʿӪ◘Ὠ Ṑḩˣ

ÅＤＸリーダー
ˢЩЕЭϯАФʿᾝ “ם ˣ

Å経営資源
ˢПЕʾϸКʿ ™ ᶈ ʾ ▄ˣ

Å研修体系
ᾉ◕ Ặ ʿӾ ├ ʺ
℅ᶘ˗МрЇϷр˗ χ͏ ἷ

Å採用制度等
ˢ͙ͭϯС˔и ʾ ḧϯЖНϱЃ˔Ӧ ˣ

デジタルシフト制度
▄

Ежϱϯи ▄
ЎайрЅ ├ ӛ
ώΨΜ꜠20%и˔и
ϼйЖϯм˔Ж
Ộ Ặ и˔и

Гйм˔ϼʾЧ˔О˔йІ
Ⱨ Ϸржϱрᴟ

BI ᴦ♪ᴟם

情報システム
ϼжϳЖṁ

︡ Ặ ʾᴦ♪ᴟ
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ＤＸ遂行の仕組みを、市町ＤＸ推進支援の枠組みにも適用

¸ 計画策定・体制整備支援

¸ 研修・セミナー開催
ˢḅ ʾ ʾᾉיּ ΰΪ3 ˣ

¸ 共同ワークショップ開催
ˢᴿ ʾ︡ ʾЛϳМϳχẶ םʺ כ◦ ˣ

¸ 人材・技術面のサポート
ˢӾ ʾᾆ χẶ ʺ ∙ ᾏτϢϥ◦כ ˣ

¸ 地域課題解決のための共同事業
ˢᾉ◕ ḧẸỘʺЄРАϼГАϼʺṁḅỘ ᴟ◦כˣ

¸ 現場連携体制強化・システム共同利用
ˢTeams ᾉ τϢϥ ὀʺД˔Ќ ὀἷẶ ⱧỘʺ

◓ ʾ☼ ʾ ◓ χẶ ֫ ˣ

市町と連携した取組みＤＸ遂行の基盤
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法定分野から地域独自取組みまで幅広く協働
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チームふくいのＤＸ推進をハンズオンで支援

ＩＴスクール開講
ˢ ∙Ӿ ʾ ˣכ◦

県デジタル基盤開放
ˢД˔Ќ ὀṁ ʾ ӽ ᵁˣ

ＤＸラボ開設
ˢⱧ Ặ ʾ ᴪ ʾⱢỲ◦כʾЯДиḼỘˣ

マジョリティへの普及促進
（生産性向上を積極支援）

企業現場での支援強化

¸ᴃΰᶝΪἷ◦כ
ˢ Ῥ ʾỲ Ṑḩ ρ ὀˣ

¸ ᴪЎ˔ЭϬḼỘ ᾏ
ˢ ḼỘ ● ЀрЂиˣ

¸ᾤ ếᴟכ◦
ˢỘ ᵫʾБ˔иχΣ♯ΰ ˣ
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外部評価

全国

１位
（33位→6位→1位）

DXリード
部門賞

全国

４位

内閣総理
大臣賞

視察・ヒアリング

政府閣僚（総理等）
国審議会ヒアリング

他自治体視察

全県的な
マネジメント体制

デジタル
行政サービス

住民の
デジタル普及

人的資本

外部の高い評価が自信とやる気に

¸事業倍増
ˢ3 ʿ47̠87ⱧỘˣ

¸推進の仕組み
県

¸７割で計画策定

¸現場取組拡大
ˢ ΤσΜ ῢ ˣ

市
町

¸年1,200社支援
ˢ 125%ˣ

¸モデル企業91社

産
業

9̧8％手続電子化

¸書かない窓口

¸ローコード・
生成ＡＩ日常使い

現
場
改
善

¸自動運転レベル4

¸ドローン物流

¸林業ＤＸ

¸観光データ分析

¸デジタル地域通貨

先
進
事
業

¸ネット利用頻度

¸デジタル活用状況

¸情報発信量

¸取組み参画 等

普
及

¸汎用ツール活用
ˢOAʾWebʾ ᵊˣ

¸高度技術活用
ˢД˔Ќᵔ ˣ

¸国家試験合格 等

人
的
資
本



17 ỏợ

人・予算の多寡によらず、全員が自律的に業務変革を推進

トップの
コミットメント

知事自ら率先垂範
ˢᾉ ᶆ ϒχӪ꜡ ΪτᴥΠʺ
ϳϴУᵓṳʾЧ˔О˔йІʾ
BI Ḛם ʾ AI ˣ

現場を動かす
仕組み

現場目線で見直し

挑戦を評価・支援

変わる意思と積極性
全員取組みの

機運醸成

政策オープンイノベーション

5年前よりMS365 導入

業務改善徹底

外部評価が自信に



今後求められる取組み

法定ＤＸ対応と地域社会実装



18 אל קּ

令和３年度 令和４年度 令和５～7年度

STEP１ ＤＸ推進体制整備・機運醸成（ｄｘ）

¸Ӫ꜡ ᶗʾṐ֫

¸仕組み作り（計画体制）

¸目の前の課題解決
ˢϯЗкϽ̠ДЅЌиˣ

STEP２ 取組の質量拡大（Dｘ）

STEP3 国集中執行対応・業務変革徹底（DＸ）

Å ДЅЌи Å ДЅ ›

Å ДЅЌи

ÅДЅЌи“∞ ᵠᶗᵓṳ

ϹНЮрЕϼжϳЖӱ“

¸ᾝ Ộ ᵠ

¸ ∙Ӿ ᶎ

¸ᾉ◕ ὀᾁ

¸῝ ὀχ

¸地域独自ＤＸ中心の取組み

① 法定ＤＸ対応ˢϹНϼжʾᾉ ДЅЌи ˣ

② 業務変革徹底ˢ“∞ ᵠᶗϯϼЄдрФжрˣ

③ データ活用ˢData for Policy/Society ˣ

④ 全県的な推進体制整備ˢᾉʾ◕ ʾ ḧχˮ ὀ˯ρˮẶ ᴟ˯ˣ

⁯ʾ χДЅЌиṁ Ặ ᴟ

法定ＤＸ対応、業務変革徹底、データ活用、連携共同化

Å

Å



19 ỏợ

全ての業務分野において対応が必要（全員野球の本番）

法定ＤＸ対応
（国地方デジタル基盤共通化 ✚ 分野毎対応）

¸ 行政手続きの完全オンライン化

¸ アナログ規制の見直し

¸ ハイブリッドワーク推奨

¸ ＡＩ、ローコード、データ分析のフル活用

業務変革徹底
（行財政改革アクションプラン＋業務改善）

教育

͖͜͜͞
  ͙ͭ

交通

жϱЖ
Єϴϯ

介護

Ṫ ᶨ
ᶖק

子育て

ὀ
Ӿ͙ͭ

防災

Ặ
₰͙ͭ

産業

ƣƦƖƪƗƕƲǅ
͙ͥ͢

デジタル基盤

ЄІГЭ ᴟʾϯЗкϽṛ ᾋ ΰʾЦ˔ІйЅІЕзʾДЅЌиЫ˔ϾАЕФйϱІ



20 ṇ ṕData for Policy/Society Ṗ

政策展開交通安全マップ県民参加型実証

¸ 交通量・児童数の多い
エリアで取組み

¸ 急ハンドル、急ブレーキ、
スマホながら運転等を検知

¸ 地域の学校や企業等が協力

自動車への
速度規制

（時速30キロ区域指定）

小中学校
での活用
データ分析学習

児童見守り

小学校

ӻᾉῖ ӗ ЫАФˢhttps://fsafety -map.appˣ

交通安全ＤＸの先例を多面的に展開
ˢᾝםχД˔ЌϬᶨ ΰοʺ ︣Ϭ μθ ├ ӛִי“ϒˣ

データ取得・分析 情報公開（危険箇所見える化） ＤＸ実装・ＥＢＰＭ

歩行者への
注意喚起

（音による注意喚起）



21 ṕ ṇ ṇ Ṗ

現在
（外部人材 １３００人参画、３００チーム超）

従来

幅広い政策分野で公民連携を徹底
ˢᾉχ֫ βϥTeamsϬᵰ τᶈ ʺ χᶀ₢ϬׇΠοзϯиЌϱЭτẸ ˣ

ḱ

ṕ ḱ Ṗ

ṧ
ṕ ḱ ḱ ḭ ḱ ḱ ḱ Ṗ

Teams

ḱ

ṕ ḱ Ṗ

ḱFAX
ṇ

ṕ ḱ ḱ ḱ Ṗ

除雪事業者

町おこし協力隊

市

町

他県



22 ṕ Ṗ

システム・データを全県的に連携 ✚ 共同利用
ˢ ӽẶ ṁ Ϭ◕ ʾ▀ỘρẶ ΰʺ῝ ὀπᴣ ʾⱢ ῟ ΰ ˣ

県

・

市
町

¸消費喚起ˢ ὴʺ ▀Ộ◦כˣ

¸給付支給ˢ◓Ӿοʺ ♅ˣ

¸行動変容
ˢϳ϶˔ϺрϽʺὲ ʺЩжрГϰϯʺ
ӱ ʺₒᶨʺ ϵКʺ ӽ“Ⱨ╥ᴥˣ

¸地域コミュニティ活性化

¸観光促進

¸消費喚起ˢϼ˔ЪрḯϚˣ

¸集客・周遊促進

産
業

¸ 共同利用によるコスト低減

¸ データ・エビデンスによる、柔軟・迅速・個別的な提案

¸ ＤＸ一歩目としての活用も（便利さ・効果を実感）

ṇ
ṕ ḱ ḭ ḭ Ṗ

ṇ

ṇ

ṇ

︢
ṡ Ṣ



23 ỏợ Ễ ṇ

行政ＤＸ徹底と地域社会への波及
ˢˮ ͙ͭ ᴂʾỘ ᵠ ˯ψ τʺˮД˔Ќʾ ὀʾẶ ᴟ˯πּזᵓם ˣ



御礼と期待

変革に向けた意思と持続力



ỏợ

地方発ＤＸのフロントランナーとして変革を進め
福井県から日本を変えていただきたい

24

１

持続力が重要

・地道な努力を続けるˢ ꜝ ỷϞԁ ΦϤχФкЅϴϼЕπψ ϩϣσΜˣ

・執拗に働きかける ˢ ︣τ ᵔΰο ΠϥϘπʺ ︣Υ Όβϥάρτ ϦϥϘπˣ

・世の常識に触れる ˢ ḇ τˮ ϩϣφω˯ρ χӪ꜡Ϭ Πϥˣ

２

実行力を持つ仕組み作りを（形式でなく実質を）

・変革の意思や本気度が見える、人事・組織づくり・コミュニケーションを
ˢԌ ︠ṰϞ ʺϞμοϥḇχם Ϭ ΰοʺ◗ρ“ ʾלםϬ Ẑˣ

・福井県だからこそ出来るチャレンジを
ˢ π ◕ᾉʺם Ϟ῝ ḧχḩἰχựήʺ ԌϞᾉ χӪ ʾ ϬԏΦ β▫ ϙˣ



פּ￼ ḱ ḱ ךּשּ

פּ ṕTransformation Ṗ

שּקּ



参考資料



解決策

01 ỏợ ṕ Ṗ

専門用語やツールの話ではなく、身近で簡単な話

日常的な課題



02 ỏợ ṕ Ṗ

課題解決や価値創造に向けて
利用者目線で、やり方・仕組みを変革

¸ 手間をなくす

（＝生産性１５倍）

¸ 間違いをなくす

（＝品質や生産性の向上）

¸ 日常の当たり前を見直す

（＝同様の不便を解決）

大切な事はデジタル技術の活用が
目的ではない

ｄ Ｘ
デジタル

（手段）

変革
（目的）

ДЅЌиṪ Ϭᶨ ΰθ

チェンジマネジメント



目先のアナログ→デジタル化ではなく、ユーザ目線で作り直すことが必要

03 ỏợ ṕ ךּףּ Ṗ

ユーザ体験・根本的な仕組みを変革

証紙買って持ってこい？
会社休めって？ 面倒くさ…

なぜ
スマホで手続き
出来ないかな

まじかよ…

行政窓口

ρ︣ Ϭ
♠πΣḻΜΰϘβ

ＩＴ化・業務改善して
自動納付機にすべき？



04 ỏợ

¸ ʾЯЛʾϸКʾ ρ αʺ
基本的な道具ρΰοᶨ
ˢДЅЌиΚϤΦπψσΜˣ

¸産業革命に匹敵ʺ
οχְӮΥ ΦΨ ϩϥ

¸ˮДЅЌиỘ ˯ 存在しない
ˢ͙ͭ ᴿιΪχ▫ⱧπψσΜˣ

¸ ψ Τϣ変わらない
ˢᴡϬβϥΤˁΰθΜΤˁΥ Ⱨˣ

¸ οχ県民のため
ˢЈ˔ТГϰКАЕχ ᶤϬḯϚˣ

¸ 県民本位χ ӽּזᵓםᾝχθϛ
ˢᴿ ᵔὨϞᴣ τϢϤʺ
ᾉ Ђ˔РІΰ ʾ σжϱТІЌϱиϬ◦כˣ

︣

¸ ДЅЌиṪ χ ʺϬ上手に活用ΰל

¸ 県民目線π τʺ

政策・執行の仕組みϬ再デザイン

すべての県民のために、全職員で取組む必要
（全部局の専門知識 × デジタルで県民益を再構築）



05

デジタル
地域通貨

オンライン
診療

¸ᾉ ӽπ ᵫ

ˢ◕ ʾ ḧϒᵫ ˣ

¸ 15 ʺ
4,100

¸ ʾ ʾᵓὓ

¸Ấ Ԛ ӺΥ
῝ Ϭ◦כ

行政手続
98%電子化

¸◕ ρẶ

¸☼ Ϝᵠ

ˢ ḇUIʾ ◓ ˣ

交通安全
マップ

¸ῖ Ⱨᾮ χ
⁯͍ӡχּזּכᵓ

֫ם¸ ấ Д˔Ќ
τṁξΦ

¸ ṛ ʺ ᶘ
 πχễӾτᶨ

除雪状況
見える化

¸⁞

¸ⱲὉ π ꜘ

ˢ כּ “ṟ ʾ
ϸЮжֳ ʾ

׳ ˣ



全庁ブートキャンプ
（ＲＰＡ・ローコード・電子申請・生成ＡＩ）

06
職員にも、便利さを実感・思ったより難しくないと感じて貰う

職員によるシステム内製化等
（１００超の自発的取組み、３万時間削減）

ＲＰＡ
ˢ◦ ΜỘ ˣ

ローコード
ˢмϼЎр ʾ῝ ֫כּ Ṝ ˣ

システム内製化による業務フロー見直し
ˢ ῐᶘ πχ Ḛ ʾὓᵊ├ χ῟ ᴟˣ

╩∕βϥД˔ЌχԁᾕḚ ʺḛӬσ ʾא ʾ ⁮ ⌠



07 וֹ

¸ РЅдр ꜘ

¸ ├ὓᵊ“ם

¸

¸ ᴟἹ

¸ ├ ӛ

¸

ＣＤＯ

ＤＸ推進課

スピード感を持って

デジタルで変える役割



08 וֹ

各課実務の業務改善・価値創造を推進する
ＤＸリーダーを選出ˢ Τϣ280 ˣ

ＤＸリーダー研修DXリーダー

¸全所属Τϣֿ︣ב Ԍ τ280名

¸職場のDX目標を全所属で設定ʺ “

¸Ϸржϱрᾆ Ϭ ⱳם☼

ˢより高度な研修ʾLSS™ᶎ ˣ

¸業務共通ルールに基づく業務効率化推進

¸全庁各課でＤＸ取組目標を設定

ˢ͍ ͍︡ ʿ͍ ḧΤΪοם“ʾẶ ˣ

¸ＲＰＡ・ローコード等、業務見直しを実践



09 וֹ

ק χḆּיχ Ϭᶎ

ᾉ χ ệϬ₈βΩ Ӄ

目の前の仕事を
「データ×ＡＩ×機械化」しよう

ＡＩ化
Ⱳχ分析・予測

パーソナライズΰθ ӛ

機械化
︣Ϭᵒήγʺ

Д˔ЌϞṐᵣΥ自動処理

データ化
時間場所制約なくם “

ΚϣϠϥ ệϞИ˔Ї可視化

ᵔйЦиτᴂαθễ∙ ằ

ḩ ọ τᴂαθḢΊ ∙ᵫ

24Ⱳḧ365 χ

зЯ˔Еπχ ◙ꜘ



10 וֹ ṇ

若手職員を中心に、デジタルツールを活用した服務規律を整備

Life Style Shift 共通ルール

デジタルツールを積極活用

¸ᵓṳⱢ ψTeamsπ事前共有

¸ Ṑḩρψ原則オンライン会議

¸OutlookτϢϥ進捗管理

¸ᵓṳ ϜЄІГЭᶨ π同時作成

¸ ψTeams

ˢ電話よりチャット＆映像ˣ

¸集計作業ψTeamsϞFormsϬᶨ

¸全庁通知ψSharePointἿꜘ Ϭᶨ



11 וֹ ṇ

Teams
ˢ ὀФжАЕТ϶˔Эˣ

「DX相談受付機能・掲示板」を準備

ˢ Ϟיּ“ τϢϥיּ꜡ ᾠʿ Ԍ1/3 ˣ

¸ ͙ͭИв˔І

¸ ЈЬЗ˔ ʾІϺиϯАФ

¸ Ϣϧγ ʾ͙ͭϞμοϙθʾⱧỘּי ὀ

イントラネット
ˢ͙ͭ χϋϧωˣ

職員の実践事例・前向きな取組を公開

ˢ Ϝᴦ♪ᴟˣ

¸ ︡ ϙẶ ˢ ⱨχם ϜOKˣ

¸ ϙϭσπ ░ʾל ᵕ ˢḅ ԌϜא ˣ

¸ ЯЎЦ˔Єдрΰ ʾꜛ Ⱨᴟˢ σϥם ˣ



12 וֹ ỏợ ể

職員のやる気を引き出し、ＤＸを面的に後押しする仕組み

ふくい式
２０％ルール

担務以外の活動推奨
（積極性を支援）

¸勤務時間の一部
（20%以内）を活用、
新たな創造的活動に
従事可能

¸取組み例

Å Ộ ᵠ
ЌІϼТ϶˔І

Å ם͖͞
ộᴅ Ў˔Э

チャレンジ
政策提案

若手職員が直接
知事に事業提案

＜令和４年度＞

① 提案１４件
ˢ͓͏ ╥ᴥˣ

② 事業化１０件

いいね！
チャレンジ

業務改善を相互に称讃
取組みに光を当てる

¸身近な改善、先導的
事例を全庁展開

ˢ► Б˔и ʿ
MSБ˔иʺKintone ˣ

¸評価事例は幹部表彰、
クレドアワードへ推薦

¸応募例

Å AIФкрФЕ

Å ᾉ ԁᾕᴟ

クレド
アワード

クレドに基づく
優れた行動成果を表彰



13 וֹ ỏợ Ễ

職員のやる気を引き出し、ＤＸを面的に後押しする仕組み

予算編成方針

DX事業は
シーリング対象外

＜予算編成方針＞

ṍРЅдрτ
ṁξΨᾉ

② ＤＸ推進τϢϥ
ЪІЕЀкЗχ
ᵓξΨϤזּ

⁯χ ▄ ϒχ
ᶎσ ᴂʺ
ΰθ“∞ ᵠᶗם“

人事通達
ＬＳＳ共通ルール

ペーパーレス化推進
内容・目標・進捗管理

を明文化

¸会議、ヒアリングは
原則ペーパーレス

¸リモート勤務拡大

¸電子決裁徹底

¸FAXレス推進

¸コピー用紙調達量の
上限設定（BI可視化）

¸行政手続き電子化

政策トライアル枠
予算

アジャイルでの
事業検証を可能に

¸年度途中で執行可能

¸財政査定や知事承認
の必要がない予算枠

ˢ τԁᶧ ˣ

¸取組み例

Å ḢΊ☼ χ
₤╛ᴦ♪ᴟ

Å ᵤ▀ χⱢᾛ
ᴦ♪ᴟʾḚ



14 וֹ

ダッシュボードにより進捗見える化・即時の対応を徹底

ペーパーレス テレワーク 研修受講状況

時期別・所属別で進捗把握 時期別・所属別で進捗把握 所属別・講座別で進捗把握



15 נּ

「全員で自転車に乗る仕掛け」と「変わる力と意思を補強」

確保
（即戦力確保・全体引上げ・世の常識との接点）

育成
（県市町共同化・ステップ型・やるきスイッチ）

県市町共同で整備・活用

¸人材育成方針ˢ έρτ ˣ

¸研修ˢ ʾМрЇϷрἷʾ͗͞πם Ḛ ˣ

共
同
化

¸座学

¸実践ˢМрЇϷрˣ

¸伴走ˢwith ∙ʾẸ ⱧỘּי˴ͩ͞ḼỘ ᾏˣ

３
段
階

¸障壁を下げる企画ˢϞμοϙθϣӪᵰρḛ ˣ

¸真似から始める支援ˢ ʾ “Ⱨ Ặ ˣ

¸やる気になる制度ˢ ʾ ῀ ░ʾ ˣ

¸やらざるを得ない環境ˢ Ⱨ ʾᾝ ᴦ♪ᴟˣ

仕
掛
け

¸育成には一定程度の時間が必要

¸規模の小さな基礎自治体はリソース不足

¸優れた人材は組織全体のレベルを引き上げ

¸世の中の常識との接点を増やす必要

ˢ ḇ τˮ ϩϣφω˯ρ χӪ꜡Ϭ ᶗˣ

考
え
方

¸採用制度見直しˢ͙ͭϯС˔и ˣ

¸民間専門人材の委嘱ˢ͙ͭ ϯЖНϱЃ˔ˣ

¸Civic Tech との連携ˢCode For Fukui ˣ

対
応
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１００を超える自主的取組みで年間３万時間の業務時間削減

面的展開支援実践

一歩踏み出す（利便・効果を実感） 仲間と共に取組み 挑戦促進・実践仕組み化

全庁
ブートキャンプ
（終わるまで帰れない）

市町
業務改善
キャンプ

（3日間：ローコード）

産業
ＩＴスクール

実践支援・
就労マッチング

県デジタル基盤開放

相談受付
職員が相互に助言
職員の1/3 が登録

実践事例
共有

（ヒト真似実践もOK）

外部専門人材
アドバイザー

6名体制
計画策定支援・
データ分析・

業務改善・内製化等

ＤＸリーダー制
全所属から280名

各課実務で業務改善

やる気になる仕掛け（制度設計）

２０％ルール ： ᵰỘ τ Ⱨᴦ

チャレンジ政策提案： Ⱨτ ⱧỘ ӛ

いいね！チャレンジ： Ԍ ῀π ᴣ ░

クレドアワード ： ᴮϬ︣ οτ ֳ

取組み可視化
（実践を促す）



ṕ ệ ể Ṗ

¸電子申請 全申請電子化（原則）に取組

̞R4π96%ם☼ↄˢ ὓᵊ˴6ptˣ

¸ペーパーレス ▲50%達成（Ｒ５通期）に取組

̞R4ᴞỡ́44̋ˢὓᵊ ʿ̛6ptˣ

ˢ ʿ ̛50%ʺ ̛34%ˣ

¸リモートワーク 35%以上達成（Ｒ５通期）に取組

̞R4Ὦⱳם☼ 31̋

¸業務改善 ＲＰＡ・ローコード等に加え、

生成ＡＩ活用での生産性向上に取組

ם̞ ˢᶨ ʾзІϼ ₰ˣ R5 ᵫ

¸アナログ規制 国の方針・技術精査を踏まえ取組

見直し（条例等） ̞ᾉϯЗкϽṛ ψ665 ‮ ∕

̞ᾋ ΰЎ˔ЭϢϤ ᵓϬ

実証実験から社会実装へ、デジタル前提の業務見直しを徹底

社会実装・現場支援 デジタル前提の業務見直し

デジタルの社会実装事業を
全部局で検討願いたい

（Ｒ５補正・Ｒ６当初）

Ｒ５年度取組の一例

ドローン防災
← ệχ
ṍ Ӄʾ

地域交通DX 地域通貨
͘͞ᴟʾЌϼЄ˔ כּ
͢ʹʹͨ

ӽ ˓˓Pay
ӽּזᵓʾὊↄᶨ ᴟ

17



ṕ ệ ể Ṗ

県のみならず、市町・産業・教育のＤＸ推進を徹底支援

県市町協働 産業ＤＸ裾野拡大 教育ＤＸ推進強化

現場取組を一体的に運用

市町実務
DX化支援

ṁḅ20Ộ
ᴟ

ˢR7 ṍᾢˣ

共同推進体制整備
ˢ◦כ ԁ Ặ ˣ

Teams ᾉ ˴ ᴟ כ◦

企業現場のＤＸ支援強化 県・市町・学校で連携強化

Teams

¸ 押し掛け型支援
ˢ Ῥ ʾỲ Ṑḩ ρ ὀˣ

¸ 個別支援強化
ˢỘ ᵫʾΣ♯ΰ ˣ

¸ 県基盤開放
ˢД˔Ќ ὀʾ ӽ ᵁˣ

マジョリティへの普及促進
ˢ▫ ϙ ▀Ộᵦ ὀ ˣ

ДЅЌи ᶈ ếᴟכ◦˴

共同推進体制整備
ˢὓᵊ “ם˴ ˣ

▫ ϙ˴ᵰ ᴪ˴ם Ặ

ƘƯƳǄƖƦƖ
ƗƖƾƖƗƦǄƲǅƦƖ

ƗƖƾƖ
ƵƢǄƔƾƩƎ

ǀƘƪ
ƵƢǄƔƾƩƎ

イマココ
支援割合

5%

重点支援

体
制
整
備

¸ ᶘ ễӾDX ὓᵊ

¸ ᾉ◕ ễӦ ὀ  

¸ ễԌЂЪ˔ЕЈрЌ

¸ ЯДи ễԌͥͩ

外部専門人材 実践共有

ӻ ᾉƗƪǄưǄƘơǄώΨΜễӾƲƑƖƽƷ

18



ỏợ

マインド・働き方・組織制度・事業まで変革

まず必要なことは「意識変革」

号令掛けたら
一度に変わる？

ϞϥṓІϱАЎ
Ϭᴃβ

① ＤＸのイメージを持つ
ˢϞϤ Ϭ Πϥ ʺ ʾ ▀ ΰ Ϭםḇˣ

② 自分事化する・ＤＸありきで考える
ˢ︡Ϥ Ϛ Ϭ κˣ

③ やってみる・目に見える成果を意識的に創り出す
ˢϞμοϙθϣ ΰΨσΜʾ︡ ϙΥ ᴣήϦϥםḇˣ

変革に向けた機運や熱量を高める

¸ ᴞϞᾝ ʺ τḮ ΫΰσΜ

¸ ◙βϓΦ ΰρЁ˔иʾ ῎ϬẶ

¸ σᾃԏ Ϭ ʾ Ϭ ᶨ

¸ σ◦כϬ ằʾᴿ Ϭԁνγν β

一歩目を
踏み出す

Ԍχ ˑχם σ ᴂ˴ḅ τϢϥ Τν ϤếΜ︡ ϙΥ

19



אל צּ ṇ ṇ

自ら変わり、組織を変えていこう
ˢᾝ χ ψԁ τᵔὨΰϘβʺ︡ χ ΚϦω ΤδοΨιήΜˣ

20

過去寄せられた声など

¸ ◄Υ♠ϬẐϛϥ

¸ ДЅЌиᶨ Ϭ
Σ όιρ◘μοϥ
ˢ ᵔϬ ϣϦσΜˣ

¸ Υ ασΜ
ˢДЅЌиϩΤϥ ΥΜσΜˣ

¸ ᾆ χ Ϝ Μ
ˢ ẘʾⱧ ψ ˣ

組織力向上に向けて「効率化×成長」を

¸ДЅЌиṪ χ Ϭל ᵔΰʺ

άϦϘπχ▫ⱧϬ抜本的に見直し
¸Ω χ πΩ‰χὫᴮϬ Ϛθϛʺ

新たな発想・手法Ϭ⅜
¸ԁ ϋρϤχᶚΰήʾ ӪῬ Υ
ᾉχᶨ Ϭ‰ϛϥθϛχ σԁ ʺ

チャレンジする姿勢を評価
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